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NY マーケットレポート（2016 年 11 月 7 日） 
 

NY 市場では、米大統領選の民主党候補であるクリントン氏の私用メール問題で、FBI が訴追を見送る方針を示したことが引き続

き材料視された。そして、米大統領選の各世論調査で、民主党候補のクリントン氏が優勢だったことから、共和党候補のトラン

プ氏が勝利して米経済が混乱することへの警戒感が薄れ、ドル買い・円売りが優勢となった。また、欧米の株価が大きく上昇し

たこともあり、クロス円も底固い動きとなった。ただ、8 日の投票結果を見極めたいとの様子見ムードも強まり、その後はもみ合

いの展開が続いた。なお、米国は 11/6(日)から冬時間に移行。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪海外の話題≫ 

 

中国人民銀行（中銀）は、10 月末の外貨準備高が 3 兆 1206 億ドル（約 326 兆円）だったと発表した。前月末と比べ約 457 億ドル減少

し、2011 年 3 月末以来、5 年 7 ヵ月ぶりの低水準になった。中国当局が人民元相場の急落を防ぐため、外貨準備を取り崩してドル売り

元買いの為替介入をした結果だとみられる。減少幅も今年 1月末以来の大きさだった。 

 

米国が 12 月にも追加利上げするとの観測が強まり、市場ではドル買い元売りの圧力が高まっている。中国政府は政府系メディアを通じ

て「元相場が大幅に下落するような経済状況にはない」などと口先介入も繰り返している。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10 月メキシコ消費者信頼感指数 85.0（予想 83.3・前回 84.1） 

 

 

出所：Bloomberg 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10 月米労働市場情勢指数 0.7（予想 -1.5・前回 -0.1） 

前回発表の-2.2 から-0.1 に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪労働市場情勢指数（LMCI）≫ 

            10 月・・9月・・8月・・7月・・6月・・5月 

労働市場情勢指数・・・・0.7・・-0.1・・-0.3・・1.5・・-0.4・・-3.8 

 

米 FRB が発表した 10 月の労働市場状況指数（LMCI）は 0.7 となり、雇用の改善・悪化の境目になるゼロを 3ヵ月ぶりに上回った。9月

は従来の-2.2 から-0.1 に、8月は-1.3 から-0.3 にそれぞれ上方修正され、7月も 0.8 から 1.5 に上方修正された。   

 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

            11 月 4日・10 月 28 日・10月 21 日・10月 14 日・10 月 7日  

公的部門・・・・・・・・11482.6・・11311.4・・ 11139.4・・ 10973.9・・ 10793.2 

資産担保証券 ABS・・・・・212.9・・・ 214.7・・・ 212.8・・・ 209.4・・・ 208.1 

カバード債・・・・・・・ 1986.6・・・1976.5・・・1964.9・・・1958.4・・・1949.3 

（億ユーロ） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、米大統領選で民主党候補のクリントン氏が優勢との見方が広がり、共和党候補トランプ氏が勝利して米経済混乱への

懸念が後退したとの見方から、主要株価は大幅反発となった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 25.10 ドル安の 1オンス＝1279.40 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、米 FBI が大統領選の民主党候補クリントン氏の私用メール問題について訴追しない方針を示したことで、選挙を巡る警戒感が

後退し、比較的安全な資産とされる金を売る動きが広がった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.82 ドル高の 1バレル＝44.89 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米大統領選で民主党候補クリントン氏が優勢との見方が投資家心理を支え、高リスク資産とされる原油の買いを後押しした。

ただ、OPEC による減産実行に対する懐疑的な見方も根強く、上値は限定的となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米大統領選の民主党候補クリントン氏の私用メール問題で FBI が訴追を見送り、大統領選への警戒感が薄れたことを受

けて、主要株価は堅調な動きとなった。米ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが続き、終盤には前週末比 375 ドル高まで上昇した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米大統領選の世論調査で、民主党候補のクリントン氏が優勢との見方が広がったことで、米経済の先行き警戒感が薄

れ、円を売ってドルを買う動きが先行した。ただ、大統領選の結果を見極めたいとの見方も強まり、その後はやや限定的な動きが続い

た。 

 

出所：総合分析チャート 
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